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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・今週の法人関連予定　

　　19日～職員検診（～21日）

　　20日　六角道祭、法人春の会、花見行事（～22日）

　　21日　北病棟スタッフミーティング（15時、病院会議室）

・面会票、5月1日から書式が変わります。（1枚に整理されています）

・皮膚科診察

　　土井皮膚科医師（南山苑勤務医）による、病院皮膚科治療患者様の診察対応が

　　始まります。北病棟は、毎週木曜日のAMの東病棟診察終了後になります。

　　医師記録は、カルテ青せんに記載してもらう方向です。

　　詳細など分かり次第、情報は流すようにします。

　　現在の処置実施者

　　　大上なみ様（両踵：皮膚角化症）

　　　金沢洋子様（両踵：皮膚角化症）

　　　日向端庸男様（全身：急性湿疹）

　　　木村梅子様（両手背：乾燥傾向、右耳：表皮剥離）

　　　三上勇様（両足：白癬・爪白癬）

　　　井上和美様（陰部・顔面：急性湿疹、両足：角化症、左足：うおのめ）

・本日の退院支援委員会（村舘様、高橋様）は、来週25日実施に延期としています。

・インフル円座感染がまだまだ落ち着きません、引き続き十分な手洗いなどの自己

　対策は続けて下さい。

・入院証明書、他科受診連絡票
　⇒本日より新しい書式になっています。

　　新しい書式は、ホワイトボードにつけてあります。

　　歳出終了後に、他科受診連絡票の太枠内を記載、関わったスタッフの印を行い、

　　医事室に提出の事

　　※入院証明書は、毎回受信時には必要

　　　同じ病院でも科が違うと、それぞれ必要

　　　当院で対応できる診察は、積極的に当院で対応を（入院日減算などのため）

　　　
＜患者様連絡事項＞

・患者様外出泊ケース・・・19日朝に外出願い確認お願いします。

　袴田様　　21日青山荘外泊

　　　　　　（20日は青山荘のスタッフ体制の事もあり、21日に予定となりました）

　土佐様　　19日にイトウ整形受診（本日日赤での検査結果をふまえて）

・（予定段階）今週22日金曜日に、西病棟から転入あり

　庭田美紀子様　61歳　統合失調症　自宅退院を目指すケース

　　

＜要注目患者様＞
　土佐　将志様～朝方の起床できない状態は続いています。スタッフの強い介入を
　　　　　　　　必要としますが、日中は比較的はっきりした表情が保てています。

　　　　　　　　日中に日赤病院検査受診。

　　　　　　　　明日はイトウ整形に検査結果を持って受診予定あり。

　　　　　　　　本日PMに、部屋を替えたい（原様の夜間の電気をつけてしまうなど？から睡眠が妨げられる）との話あり。
　　　　　　　　スタッフと話し合いを行い、（現状移動できる部屋も1室だけあるが、そちらの部屋も夜間帯の物音もする患者様層の事）、このままでやってみますとの本人からの返答あり。表情などは落ち着いており、スムーズに受け入れは出来ている。

　　　　　　　　⇒環境調整の限界もあるが、話を聞くところから、出来ている部分を評価伝えるところから、関係づくりを続けていきましょう。

　原　吉郎様～8時過ぎより、吐いた、下痢便が・・・などの腹部症状を訴えている。

　　　　　　　排泄物事態のスタッフ確認は出来ていない。

　　　　　　　バイタルサインは落ち着いていた。

　　　昼食後には表情は回復しており、服薬時にも大丈夫ですとの返事であった。

　　　⇒実際の福症状の程度ははっきりしなかったが、都度の対応や水分補給のアドバイ

　　　　スも行いながら、患者様の精神的な変化を捉えていくようにしましょう

　＜伊藤医師の診察～＞

　　井上　和美様～なんぼかいい・・と話すがこめかみあたりをいじり、神経の話に

　　　　　　　　　なっている。「（花見）外にも出れねえし・・」

　　　　　　　　　表情や口調は落ち着いている。

　　　　　　　　　⇒臨時薬同内容1週間継続

　　大上　なみ様～体重増加についての指摘あり、歩けなくなる危機を説明受けている。

　　　　　　　　　⇒WT55㎏をまずは目指す

　　村舘　ミネ様～足の痛みが、その日によってあちこち変わると話す。

　　　　　　　　　今のところは塗り薬で大丈夫とも話す。

